
仮定・結論・逆 

氏名（        ） 

 

１ 次のことがらの仮定と結論を記号を書きなさい。 

（１）△ABC≡△DEFならば，AB＝DEである。 

（仮定）            （結論） 

 

 

 

（２）２辺とその間の角がそれぞれ等しい 2つの三角形は合同である。 

（仮定）            （結論）  

 

 

 

（３）ｎが６の倍数ならば、ｎは 3の倍数である。 

（仮定）            （結論）  

 

 

 

 

 

 

２ 次のことがらの逆を（   ）に書きなさい。また逆が正しいときには○を，正しくな

いときには成り立たない例を（   ）の中に書き入れなさい。 

（１）△ＡＢＣと△ＤＥＦにおいて，△ＡＢＣ≡△ＤＥＦならば，ＡＢ＝ＤＥ，ＢＣ＝ＥＦ，

ＣＡ＝ＦＤである。 

逆[

                       
] (        ) 

 

（２）８の倍数は 2の倍数である。 

逆[

                       
] (        ) 

 

（３）2つの数ａ，ｂでａ＞０，ｂ＞０ならば，ａｂ＝０である。 

逆[

                       
] (        ) 



仮定・結論・逆 

氏名（  解  答  ） 

 

１ 次のことがらの仮定と結論を記号を書きなさい。 

（１）△ABC≡△DEFならば，AB＝DEである。 

（仮定）            （結論） 

 

  △ABC≡△DEF           AB=DE                

 

（２）２辺とその間の角がそれぞれ等しい 2つの三角形は合同である。 

（仮定）            （結論）  

 

  2辺とその間の角がそれぞれ等しい   2つの三角形が合同       

 

（３）ｎが６の倍数ならば、ｎは 3の倍数である。 

（仮定）            （結論）  

 

ｎが 6の倍数          ｎは 3の倍数              

 

２ 次のことがらの逆を（   ）に書きなさい。また逆が正しいときには○を，正しくな

いときには成り立たない例を（   ）の中に書き入れなさい。 

（１）△ＡＢＣと△ＤＥＦにおいて，△ＡＢＣ≡△ＤＥＦならば，ＡＢ＝ＤＥ，ＢＣ＝ＥＦ，

ＣＡ＝ＦＤである。 

逆

[
 
 
 
 △ ABCと △ DEFにおいて、

AB = DE,  BC = EF，CA = FDならば

△ 𝐴𝐵𝐶 =△ 𝐷𝐸𝐹
                   ]

 
 
 
 

 ( ○正しい
       

) 

 

（２）８の倍数は 2の倍数である。 

逆[
2の倍数は、8の倍数である。

                       

] (
正しくない

４は 4の倍数       
) 

 

（３）2つの数ａ，ｂでａ＞０，ｂ＞０ならば，ａｂ＞０である。 

逆

[
 
 
 
 2つの数ａ，ｂでａｂ＞０ならば，

ａ＞０，ｂ＞０である。

                       ]
 
 
 
 

 (

正しくない

ａ，ｂも負の数のとき ) 


